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・、 1

E 

経

曾

ξ

境

遇

及

天

然

二
五
O

1-& 

は
、
皆
之
れ
天
然
の
地
勢
を
能
く
利
用
せ
る
に
よ
る
な
L
リ。

是
れ
を
総
括
す
る
に
、
壮
一
舎
は
天
然
に
依
頼
し
、
之
に
依
t
り
て
制
限
を
哀
れ
ど
昔
、
叉
…
方
に
於

て
は
、
一
枇
舎
は
智
カ
を
以
て
、
天
然
を
征
服
し
之
れ
を
伎
役
ナ
。
人
類
の
数
歩
は
天
然
を
人
類
の

邸
中
b

枇
舎
の
安
寧
幸
一
臓
の
鴻
め
に
天
然
カ
を
利
用
す
る
に
在
'hjo

支

配

の

下

仁

置

く

に

在
i
リ。

斯
く
し
て
利
用
せ
ら
れ
化
る
天
然
拡
、
人
類
の
思
想
を
接
表
す
る
の
機
閥
、
文
る
な

60
下
回
府
の

究
明
仁
於
て
は
、
人
必
は
天
然
を
模
倣
し
、
英
反
応
を
受
く
る
に
混
ざ
グ
れ
ど
号
、
文
明
の
匙
歩
と

共

に

天

然

は

却

っ

て

人

必

よ
1

9

反

響

を

受

く

る

に

至

る

な
1

り。

(的事

/可了ζ、
-、.守γ
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上

線、

介

4怠

輝

阿

部

秀

助

...耳
電量駅蝿

上
総
介
息
舗
は
徳
川
家
康
の
第
六
男
(
一
)
母
は
茶
阿
局
と
て
、
英
初
め
惑
州
金
谷
の
践
し
念
者

の
妻
な
よ
り
し
が
、
容
姿
麗
は
し
か
1

り
し
を
以
.
て
、
鹿
の
代
官
が
無
織
の
総
慕
仁
逢
仏
、
剰
一
つ

3
ヘ
犬

を

殺

3
る
1
3

ド
ド
査
よ
り
し
か
ば
三
歳
の
幼
女
乞
抱
き
て
績
松
城
に
訴
ヘ
ぬ
、
家
康
之
れ
を
留
め
て
、

自
己
の
召
伎
と
な
し
、
や
が
て
其
腹
広
宿

b
し

も

の

は

依

忠

輝

な
y
り
を
、
(
二
)
生
れ
し
際
色
を
は
め

て
巣
く
、
皆
丸
、
か

3
ま
に
裂
け
て
(
戒
は
孤
眼
と
電
一
石
ふ
)
い
と
醜

h
v
b
し

か

ば

家

族

之

れ

を

倫

み

て
、
自
己
の
一
子
じ
み
ら
歩
と
な
し
捨
て
ん
と
せ
し
を
皆
川
波
照
名
ふ
〈
義
ぴ
辰
千
代
と
お
け
ぬ

(
一
一
一
)
、
忠
輝
レ
心
歳
の
持
、
家
康
之
れ
を
見
て
、
が
そ
ろ
し
を
面
魂
か
な
、
三
郎
(
岡
崎
一
三
郎
信
康
)
が
幼
か
I

り

し
時
一
に
、
議
ふ
所
な
か
よ
り
け

b
E
一
五
し
と
わ
や
、
行
末
彼
が
悲
劇
の
混
入
符
は
ぼ
や
此
の
話
中
仁
あ

15 

f
9
0
(

鴎
)

上

総

介
n

思

郷

}
近
日

』

‘ 



上

総

介

思

綿

一一五四日
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女
滅
二
年
の
各
よ
I

り
長
潔
家
主
)
の
跡
絶
え
し
わ
ば
、
共
家
の
小
野
能
設
守
吉
岡
と
底
照
と
の

謀
に
て
、
応
輝
八
歳
の
際
之
れ
が
世
制
止
な
す
に
歪
れ
I
9
、
段
長
七
年
歳
十
一

に
し
て
下
総
佐
倉

の
城
主
と
な

b
従
五
位
下
上
総
介
に
叙
せ
ら
れ
、
忠
一
輝
と
名
の
F

り
ぬ
三
八
)
次
で
智
一
年
ニ
月
信
州
校

一一一一一亀'.・ 3 、十、・
・

代
に
務

3
れ
て
十
八
高
石
を
食
む
に
歪
れ
ん
ノ
、
(
レ
心
)
一
応
ふ
に
大
御
所
の
光
い
や
が
上
に
輝
く
を
見

る
に
つ
け
て
£
母
が
於
茶
阿
局
よ
と
大
奥
仁
と
を
め
く
配
向
く
に
つ
れ
て
、
叉
た
其
島
た
ち
ん

と
す
る
人
が
奥
州
一
の
弓
取
文
る
に
-
就
を
て
、
他
日
籍
軍
と
な
ら
ん
替
の
は
我
れ
な
J

り
と
、
世
の

ζ

ノ
を
附
悶
.
な
め
ぬ
此
若
主
人
が
幼
必
に
摘
を
し
乙
と
は
数
々
あ
よ
ツ
し
な
ら
む
、
然
、
か
唱
望
の
網
拡

初
れ
て
、
慶
長
十
年
四
月
三
男
秀
忠
は
征
夷
大
崎
府
軍
に
住
性
ら
れ
、
其
身
は
僚
か
に
従
四
位
下
右

近
衛
構
少
将
に
限
'
り
し
の
み

J
O

(八)

鳴
呼
、
ふ
ん
昭
一
の
後
に
来
る
が
も
の
は
放
逸
な
ん

J

、
怨
恨
な
よ
り
、
永
遠
の
暗
黒
な
よ
り
。

え謹一 室

翌
年
彼
は
策
て
泉
州
場
の
茶
匠
今
井
宗
蒸
に
よ
よ
ツ
て
約
せ
ら
れ
し
伊
達
政
宗
の
女
を
婆
ウ
ぬ

(九)、
3
れ
ど
之
れ
に
よ
1

り
て
語
句
必
を
慰
む
る
乙
と
な
く
、
血
泉
に
ま
か
せ
て
、
あ
ら
あ
ら
し
を
燦

鮮
の
み
多
く
、
老
臣
之
れ
を
諌
む
れ
ど
宅
問
わ
ポ
ノ
、
殊
に
旋
照
の
如
き
1
3
ま
な
ま
に
数
訓
し
来
れ

ど

4
今
は
か
の
れ
が
カ
に
て
御
行
跡
改
ら
せ
給
ふ
べ
し
と
宅
魔
び
中
少
し
と
云
へ
る
に
て
昔
、
恭
一
の

ミ

5 
語

守山‘，Uρ
--:k;"lfいパω ートー

失
望
の
皮
の
い
か
ば
か
ら
深

h
v
b
し
か
ば
五
日
人
之
れ
を
察
す
る
じ
州
掛
か
ら
ポ
ヘ
が
く
く
此
失
望

は
更
に
秀
忠
仁
封
ず
る
怨
恨
を
生
み
ぬ
、
共
後
大
阪
役
の
際
仁
於
け
る
家
出
版
の
認
に

「
我
今
永
ら
へ
て
世
仁
あ
る
だ
に
、
か
く
絡
事
山
本
に
向
て
銀
総
を
頗

3
る
訴
な
わ
ら
ん
跡
の
ふ
や

思
ぴ
や
ら
れ
ぬ
、
且
此
皮
都
に
あ
F

り
し
崎
、
我
れ
持
軍
家
と
共
に
内
に
会
1
9
し
仁
、
忠
輝
病
と
稲

し
で
供
奉
に
侠
せ
-JPJ
、
川
淀
迩
の
な
め
雌
峨
の
ω
還
に
出
で
日
を
く
ら
し
、
叉
般
を
ば
賜
ら
診
る

に
都
を
立
て
問
路
宏
、
総
て
直
ち
に
倒
に
蹄
L
ッ
、
関
一
家
の
大
法
我
が
子
初
に
乙
れ
を
破
る
、
此
等

の
罪
騒
が
ら
、
J
V
J
L

vr
二
五
へ
る
に
て
も
明
わ
な
1

り
、
加
ふ
る
仁
初
め
家
康
の
召

3
れ
し
小
蛍
に
花
井
一
一
…
九
郎
な
る
唱

の
あ
1

り
、
舞
に
堪
能
な
与
し
の
故
を
以
て
、
忠
輝
が
い
と
け
な
さ
際
よ

b
仕
・
ヘ
し
が
、
於
茶
附
局
共

容
姿
の

P

誌
な
る
を
愛
し
て
品
目
ま
う
け
し
己
れ
の
娘
に
み
は
せ
花
。
、
か
く
て
遠
江
守
を
受
領
せ

し
彼
は
忠
輝
と
呉
尖
同
母
の
姉
智
大
る
よ
よ
ツ
双
な
を
胤
加
え
に
て
威
織
強
く
慾
な
る
乙

Y
F
4
4

の
み

多
け
れ
ば
、
慶
長
十
凶
年
九
月
皆
川
底
照
は
山
間
住
民
門
守
的
明
政
、
松
平
讃
岐
守
湖
宗
と
共
仁
験
府

-
仁
訴
ふ
、
家
康
怒
'
り
の
時
あ
ら
あ
ち
し
く

17 

寸
そ
の
一
一
一
九
郎
男
仁
は
小
競
う
大
ひ
な
ど
数
ヘ
よ
と
乙
そ
一
五
以
北
れ
絡
が
許
し
け
れ
ば
、
わ
く

上

総

介

思

輝
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上
・
総
介
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郷

]一五回

1も

受
領
し
て
家
の
事
と

b
行
ふ
ら
ん
不
思
儀
き
ょ
、
山
地
仁
召
す
可
し
、
舵
と
札
向
寸
ノ
ペ
し
」

之
れ
を
問
を
し
於
茶
附
局
は
大
仁
穏
を
飾
決
を
て
、
本
多
上
野
介
正
純
、
か
亀
局
(
尾
張
義
直
の
母
)

か
両
氏
刈
(
・
組
伊
新
笠
の
母
)
及
び
防
依
の
館
侶
に
其
界
祝
加
が
れ
ん
乙
と
を
艇
み
、
忠
灘
名
亦
、
な
此
誠

子
】
得
て
、
急
き
験
府
仁
来

b
、
山
城
守
・
底

mm
己
が
沓
功
を
侍
"
が
て
、
と
宅
す
れ
ば
務
な
る
採
録
を
な

す
と
共
に
、
山
一
郎
壮
一
吋
も
亦
大
彼
が
山
内
/
議
文
る
出
を
訴
ふ
、
か
く
て
如
・
仰
な
一
ツ
心
結
巣
に
や
界
あ
る
花

井
三
九
郎
、
拡
何
人
の
龍
、

M

も
な
く
て
、
非
な
を
康
照
以
流
刑
と
な
よ
り
、
残
る
二
人
は
同
年
十
月
二
十

レ
心
日
刑
坊
の
践
と
消
え
ぬ
(
十
)
J
政
大
久
保
湖
州
管
て
此
聞
の
治
怠
一
を
話
人
ソ
て
日
く

コ
…
栽
に
出
で
北
る
家
康
之
、
奥
仁
入
y

り
セ
マ
心
家
庭
と
は
必
歩
同
)
の
人
仁
あ
ら
で
、
男
の
如
く
女

を
扱
ふ
能
は
一
ゃ
c'o
し
は
明
け
し
、
其
、
が
物
語
仁

随
分
裁
士
は
武
士
く
コ
く
、
味
附
は
味
除
く

3
き
が
よ
し
、

‘わミ:聖書一

と
日
ぴ
仏
似
れ
ば
、
沼
ん
防
…
分
女
は
女
く

3
さ
が
よ
し
と
ふ
一
口
ふ
べ
を
や
、
皆
時
限
飢
の
世
、
な
べ
て
女

は
股
め
ち
れ
て
、
一
…
凡
殆
ど
附
ガ
ド
v
U
の
僚
な
る
使
役
に
用
ゐ
ち
れ
し
槻
あ
れ
ど
、
叉
裏
面
に
は

:;i 
'cJY斗j;':・

業
が
腕
怖
に
抑
制
は
れ
て
思
は
ホ
/
信
鬼
を
抗
?
英
雄
が
化
装
&
剥
ざ
し

g
の
な
ん

J

け

b
i
-
-
:

犬
の
お
茶
附
の
局
が
一
件
は
今
哲
家
康
が

vω
‘
事
の
n
公
明
を
疑
ふ
者
な

'o、
・
・
・
・
皆
川
社
す
が
表

よ
よ
ツ
せ
し
議
弾
一
の
訴
は
失
敗
し
て
ぷ
茶
阿
の
局
が
奥
よ
L

リ
の
怖
版
成
就
せ
し
は
明
ら
が
な

ん
/
、
家
康

q
殺
伐
な
る
相
官
誌
の
み
の
動
物
に
あ
ら
合
y

り
け
よ
リ
、
3
1リ
な
が
ら
浴
は
是
れ
家

4

康
が

情
愛
に
び
か
れ
し
行
跡
に
於
て
、
特
に
作
者
し
を
例
な
F

り
、
し
(
十
一
)

か
く
て
、
翌
十
五
年
間
二
月
一
一
一
日
、
忠
勝
に
越
後
強
城
郡
高
田
六
十
高
石
を
賜
は
b
(十
二
)
、
罪
あ

る
花
井
三
九
郎
喝
亦
北
川
中
島
ム
ハ
古
川
石
の
城
代
と
な
る
仁
笠
F

り
ぬ
、
之
れ
よ
'
り
亦
大
君
を
涼
め

ん

2.
ず
る
阪
な
く
、
彼
の
酒
安
遊
興
は
益
々
つ
の

b
家
康
及
秀
忠
の
許
に
伺
候
す
る
乙
と
在
を

を
以
て
、
大
御
所
の
無
色
ヱ
ろ
し
が
ら
歩
、
之
れ
を
問
を
し
忠
郷
以
大
仁
驚
を
て
、
十
七
年
九
月
駿

河
及
江
戸
仁
査

b
、
次
で
何
年
十
二
月
二
十
三
日
家
康
は
幕
府
一
容
顔
松
平
大
隅
守
章
一
勝
に
経

後
部
原
郡
一
一
一
僚
の
械
を
胤
ハ
ヘ
て
、
之
れ
が
日
附
女
ら
し
め
大
よ
り
、
時
呼
之
れ
賀
に
文
倉
常
長
が
月

捕
を
出
帆
せ
し
十
筒
月
前
の
乙
と
な
l

り
と
す
。

思
ふ
に
、
此
の
v

加
を
政
治
的
失
墜
よ
y

り
生
や
し
放
逃
が
、
其
妻
、
北
ゐ
夫
人
ょ
ん
〆
政
宗
の
耳
に
入

弘、

h 

‘ 

J

り
し
乙
と
は
皮
々
あ
yp
し
な
ら
り
、
野
必
£
紡
も
し
彼
之
雌
弘
、
立
に
子
ま
で
っ
く
I

り
し
己
れ
の

婿
を
愛
ず
る
の
情
な
か
ノ
り
ん
や
、
家
康
乙
そ
臼
の
上
の
痛
な
れ
、
然
か
る
彼
や
公
s
k
結
中
仁
投
性

19 

し
入
、
況
ん
や
戦
融
公
は
蹴
川
崎
、
P

仁
大
阪
城
一
政
仁
わ
、
も
ら
ん
と
す
る
に
あ
ら
歩
や
、
家
康
逝
わ
ば
、
秀
忠

上

総

介

忠

綿

二
五
五

t 



上

総

介

邸

都

日
一
五
六
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'
如
を
は
物
の
数
か

は
I
C，
は
政
宗
の
符
か

仁
応
ひ
し
騒
な
ら
む
。

〈一一〉

一

松

餓

に

ま

れ

ば

徳

川

家

康

所

生

の

諸

子

志

の

如

t
、

ー
信
康

ー
女
子
ハ
勉
子
〉

努

成

f
女
子
ハ
徳
子
〉

努

乱!

i~~:'~~ ~)'，. l; γ 、:ぺ聾λ

家

康
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君 ZI
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~i' 
E‘ 

認
同
出
品
鈴

下主事ー
ト .. ~、，\..

ザ τア-1塁手j"

〈

]

一

〉

茶

開

局

は

後

任

朝

政

院

-

殴

之

櫛

ず

、

御

九

族

認

に

汁

茶

阿

御

方

向

同

氏

女

誠

州

制

桝

判

例

附

則

附

制
一
仰
と

B
り

、

家

康

の

第

六

哉

の

子

炉

、

千

代

及

お

七

訴

の

子

松

千

代

否

生

め

り

、

新

井

白

石

、

が

総

翰

締
ハ
巻
六
、
上
総
介
一
般
の
保
〉
K
1才

志

る

物

が

た

り

多

会

御

方

山

U
L
と

あ

る

が

一
時
(
、
玉
商
譲

L

4
“
男

:
-
K引
町

村

民

“

広

E
J

に
左
の

貢n

斗
』
事
渇
り
、

反
卒

上

川

線

介

郎

総

の

御

舟

堂

は

泣

州

金

谷

の

髭

と
一
去
、
其

の
滋
筋
を
一
時
臥
れ
ば
彼
時
一
公
泣
(
始
め
金

容
の
明
日
人

忙

賊

し

て

祈

り

あ

が

‘

比

締

人

美

女

の

関

ひ

世

上

に

隠

れ

事
、
“
う
ず
り
け
れ
ば
、
金
谷
の
仰

御

代

官

茶

此

人

に

心

を

(

れ

行

の

世

の

仰

り

を

告

顧

か

ず

い

か

に

自

し

て

挙

取

り

や

と

は

腿

ず、、

ど
皆
、
其
諜
た
ち
ね
ば
、
一
助
徐
被
夫

K
鄭
‘
胞
を
市
か
り
死
別
仰
せ

L
比例一、所

mw
依

す

ま

で

諮

(

波

放

L
て
、
其

上

撲

が

議

女

を

上

り

も

の

K
仕

我

依

託

せ

ん

と

巧

み

、

己

に

無

現

な

る

と

と

を

市

か

け

て

、

山

首

L

け

り

、

彼

が

妥

女

迎

紙

L

て

夫

の

筈

せ

b
れ

L
ζ

と
を
・
紙
念

K

M
仙
ひ
、
思
口
岡
山
の
総
を
殺
せ
ん
と
て
、
三
歳

に
な
り
け
る
女
子
を
阪
に
抱
、
き
、
総
に
泌
て
い
似
松

R
B
り
、
大
御
所
様
紀
近
口
夫
の
科

h
u
(
L
て
殺
唱
。

れ

L
と

之

島

直

訴

に

致

L
け

れ

ば

、

卿

・

溶

の

御

代

官

能

手

代

、

庄

屋

等

を

溺

松

に

召

の

ほ

せ

紡

ひ

御

乱

附

の

島

区

、

彼

夫

に

脚

々

絞

り

な

け

れ

ど

も

、

一

備

に

其

妥

女

を

奪

取

べ

き

好

関

に

治

定

に

付

、

彼

代

官
4

必

死

刑

に

行

L
め
給
ふ
、
右
の
女
房
を
ば
川
口
社
は
れ
け
り
、
主
ハ
名
を
於
茶
阿
之
云
ひ
し
が
、
御
行
水

の

役

を

勤

め

b
れ

し

が

、

御

男

子

}

人

出

生

有

り

、

其

後

亦

m
T
益

有

て

以

上

ニ

人

総

生

山

惜

し

U
A

は

山

岡

氏

以

貧

小

仰

に

よ

れ

ば

遠

州

か

州

民

て

八

と

云

ふ

賎

き

者

の

婆

な

り

と

B

P
、

ハ一一一〉

部
翰
部
川
〈
情
的
ム
ハ
巻
U
K
皆

川

山

城

守

脱

原

山

似

mm
は

お

卿

時

経

九

代

の

孫

小

山

下

野

大

採

政

光

が

嫡

H
J白

H

却

下

野

闘

の

住

人

長

抑

制

五

郎

宗

政

が

十

七

代

の

後

胤

強

、

倍

以

脱

が

近

代

の

組

長

沼

淡

路

守

努

宗

一

削

21 
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上
総
介
忠
仰
脚

一
一
五
八

22 

間

引

の

人

容

川

の

地

に

移

る

、

発

宗

が

孫

官

内

少

締

宗

成

初

て

皆

川

と

は

名

の

っ

て

け

日

夕

、

相

撲

閥

北

除

怒

る

に

従

ひ

、

彼

家

の

被

官

と

L
て

、

天

一

止

十

八

年

の

春

削

減

医

闘

白

小

田

原

に

攻

め

下

り

給

ひ

L
時‘

ド

N
U

上
-
鼠

山

城

守

康

問

成

田

守

点

壬

生

介

，

P
の

者

共

に

北

線

路

奥

守

民

叩

仰

に

随

て

、

竹

鼻

口

氏

出

向

っ

て

防

ゲ
械
は
ん
と
す
、
一
一
一
月
什
日
九
日
中

の

城

落

ち

℃

、
m
m
{
れ

は

四

月

朔

日

徳

川

般

の

先

陣

宮

城

野

に

攻

め

・

入

る

と

問

え

L
か
ば
、
氏
抑
制
等
小
田
原
の
城

に

引

金

返

す

、

何

八

日

、

明

日

野

手

小

岡

原

の

城

攻

め
-
j
る

ベ

L

E
問

え

L
夜
、
佼
問

J

総

か

に

城

中

を

泌

ぴ

出

で

徳

川

殴

に

付

て

閥

白

の

御

陣

に

降

成

街

、

徳

川

川

氏

殺

と

よ

り

資

ず

mm
い

的

川

川

町

小

d

仏

放

射

比

年

の

秋

北

総

C
m
v
L
後

、

本

領

な

れ

ば

皆

川

の

地

を

ぞ

給

は

り

け

る

、

い

石

殴

長

五

年

の

秋

京

間

の

奴

一

時

に

起

る

、

氏

関

矢

子

は

一

一

一

向

守

殴

の

御

手

記

成

L
東
関
忙
止
む
、
一

太

田

原

の

泌

に

陣

1

・

取

り

[

と

な

り

同

八

年

二

月

六

日

上

総

介

肌

慨

に

信

濃

悶

K

L
て

一

閉

鎖

の

地

参

ち

せ

ち

れ

h
L
時、

成

mm
彼

の

仰

仰

に

な

3
れ

℃

M

M
の

成

J

会

ふ

、

西

潟

石

を

筑

ナ

ッ

ト

れ

は

k

総

介

殴

幼

〈

ゎ

k

b

h

p

i

j

苛

公

せ

給

ふ

時

康

問

E
り

て

養

ひ

f
h
w
b
せ

L
院

な

/、
L

(

ま

L
ま

L

て
よ
自
主
ず
老
隠
共
の
ω一
線
を

s
m
ひ
総
は
ず
、
十

り

然

る

に

介

般

の

御

振

鈴

B

b

四

年

九

月

成

服

を

初

め

と

L
て

山

田

長

門

守

、

松

苧

讃

岐

守

等

駿

河

の

図

府

に

ま

い

り

て

、

松

か

に

ヘケ忍聾-

大

御

所

忙

訴

へ

巾

L
け

れ

ば

介

殴

と

の

出

関

東

に

て

関

口

u
.
3
れ

夜

を

日

に

総

て

倒

せ

参

ち

せ

総

ひ

一

々

に

隙

じ

申

さ

せ

給

ひ

て

、

彼

等

を

吃

と

罪

科

に

鴎

せ

b
る

可

告

白

を

、

税

り

に

綜

え

3

1
給

ひ

L
-
m
ば

巾

駅

間

は

死

罪

一

等

を

宥

め

ち

れ

‘

一

例

叙

を

淡

牧

せ

b
れ
、
同
十
月
二
十
七
日
時
局
る
一
一
人
は

i
t
 

f
t
 

詠-

せ

九
J

れ
、
出
肌
服

や
が
て
入
抑
制

L
て

老

悶

と

放

す

、

嫡

男

忘

摩

守

陛

府

活

と

よ

り

賂

軍

家

に

仕

へ

ま

い

b
せ

耐

関

長

五

年

十

一

月

十

九

日

叙

践

す

、

尖

が

非

議

り

L
時
、
阪
府

g
其

級

底

に
山
崎
せ

b
る
.
上
総

介

殿

御

行

忍

ち

た

ま

ち

せ

給

は

、

ず

、

大

御

所

の

御

不

悦

郎

ハ

張

む

ち

せ

給

ひ

、

終

に

涜

さ

せ

給

ひ

h

側
、
お

後

阪

府

腕

府

軍

・

山

郊

に

召

還

さ

れ

仲

、

元

和

九

年

常

険

協

新

治

郡

府

中

の

地

賜

は

り

二

鴎

五

千

石

山

城

守

に

な

き

れ

て

箆

永

九

年

大

帯

の

蹴

忙

な

さ

れ

正

保

一

一

年

に

本

ず

し

来

た

箆

政

設

修

諸

ゆ

か

諦

八

六

二

に

皆

川

出

肌

Mm
は

段

徒

六

年

正

月

‘

従

凶

位

下

に

似

す

、

八

年

松

平

上

線

介

邸

Mm
朝

臣

信

機

闘

に

封

ぜ

ふ

ノ

る

、

成

照

的

っ

て

、

彼

朝

臣

を

磯

似

の

う

ち

よ

り

と

り

や

L
h
u
ひ

申

せ

L
に

よ

り

、

生

の

博

と

な

り

、

同

凶

の

う

ち

に

沿

い

て

、

間

高

石

の

地

を

(

わ

へ

b
れ

飯

山

の

城

を

た

ま

ひ

、

都

知

を

ち

は

せ

、

七

高

五

千

‘
γ

仰
い
を
領
ず
、

〈
閥
〉

故

大

久

保

湖

州

が

徳

川

家

康

在

倫

ぜ

る

中

に

つ
家
出
賦
自

b
.
悶

的

川

引

に

出

馬

し

て

、

先

づ

信

康

を

嗣

悶

大

獄

の

郷

K
移

す

、

惣

日

信

康

岡

崎

に

出

で

て

、

矢

に

見

え

て

心

の

絡

を

明

か

3
ん

と

は

L
た

れ

ど

弘

、

家

出

版

ま

た

聴

か

ん

や

う

6
・M
m
(
、

あ

は

れ

無

念

の

信

肢

は

雨

ふ

る

夜

路

を

た

ど

り

て

、

大

、

総

の

幽

婦

に

乙

そ

は

帰

り

た

り

り

れ

、

数

日

の

後

健

康

。，

に

は

W
叫

に

涼

州

細

江

の

城

に

移

き

れ

、

家

康

に

は

一

一

一

州

の

諸

絡

を

岡

崎

に

集

め

て

、

一
l

信
燥
に
総
…
過
の

一
昔
開
放
す
べ
か

b
ず

る

由

し

の

恕

諭

交

を

上

b

L
は
初
、
岡
崎
城
を
ば
・
米
の
附
勝
泡
作
左
に
守

b
せ
て
、

や

が

て

己

れ

は

浪

松

長

締

り

山

側

、

蒋

で

亦

信

燦

を

泣

州

ニ

俣

の

械

に

移

し

、

紋

に

天

方

向

城

守

‘

服

部

学

繊

の

雨

伎

を

治

は

L

て
可
肌
仰
な
き
子
し
に
限
切

b
せ
た
り
、

信

康

不

孝

の

肌

押

な

(

ん

ば

、

い

か

で

か

h

る

身

と

は

な

る

べ

き

、

3
り

な

が

b
謀

反

の

よ

し

冶

氷

る
と
そ
、
死
し
て

5
恨

み

は

の

と

る

べ

け

れ

、

と

臨

終

の

散

を

法

L
て
滋
告
し
と
炉
、
、
時
紀
夫
正
七
年
九
月
十
五
日
、
恋
・
秋
紙
H

げ
て
御
闘
に
二
十
一
な

23 

り
け
り
に
ハ
大
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保
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v
E
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介

忠
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上

総

介

思
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(
五
)

部
翰
桜
ハ
第
六
巻
〉
忙
~a
長

調

印

殴

は

松

平

源

七

郎

康

思

の

御

事

、

と

れ

徳

川

股

之

伺

vu
流

に

L
て

岩

何

殴

の

御

ナ

ゑ

、

徳

川

殴

の

御

妹

採

な

り

し

と

ち

り

、

而

L
て

崇

河

は

参

州

額

悶

郡

、

家

康

五

世

組

問

槻

山

仙

の

兄

修

理

宛

務

長

い

の

即

応

城

た

り

、

突

た

長

熔

家

の

相

続

は

最

初

判

弟

松

千

代

な

P

L
が
、
慶
長
四
年

rm
月

六

段

R
て

死

せ

L
故
、
辰
千
代
r
其
後
を
一
ホ
け

L

g
の

な

り

E
ず、

ハ
犬
〉

四

潟

石

ハ
七
〉

日

純

輸

織

と

u
「

八

年

ニ

月

六

日

信

濃

図

川

中

島

に

移

り

給

ひ

同

…

畑

川

断

織

し

と

ち

り

ば

ポ

女

花

見

る

が

如

{

町

制

は

佐

倉

よ

り

松

代

に

移

苫

れ

た

お

昔

、

命

ほ

入

部

せ

、

ず

、

幕

府

は

時

の

郡

代

た

る

大

久

保

日

目

安

に

命

じ

て

之

れ

が

民

政

を

掌

b

L

め

L
ζ

と

は

左

に

鵡

や

る

宮

島

支

持

ハ

納

松

の

比

率

、

品

目

、

民

人

の

安

培

、

変

員

の

戒

館

、

際

慌

の

鍛

上

等

十

ケ

係

を

示

せ

あ

患

の

〉

に

於

て

知

る

奇

得

可

L
、

号t

免瞥

喜子 街l

本E 年

ぶ賞
内免

税制

{良之

様売
に右

納近

所 1長
致大森

ぺ日足!

( 英政

候作是

専に年

移ご

あ月

と

り

古、

ま

は

ず

代

官

衆

R 

堅

市

付

候

間

早

々

日!

一
、
御
年
賞
方
h

礼

金

銭

、

わ

花

、

{

れ

な

ゑ

、

ち

さ

、

雑

石

を

は

じ

め

其

外

立

物

例

に

て

告

の

ぞ

み

次

第

納

可

申

候

ね

だ

ん

の

義

者

別

紙

K
m
段
候
之
一
帯
、

噌霊ー

]

、

惣

別

百

姓

迷

践

の

渇
-
b
ば

仰

時

6
以

御

目

安

可

申

上

候

我

等

所

記

者

抑

制

法

候

問

於

松

械

次

一

郎

左

衛

門

雨

宮

市

付

候

間

小

川

次

郎

右

方

花

寄

付

拘

上

べ

き

事

日

、

代

官

井

下

代

が

り

そ

め

に

も

非

分

之

義

渇

一

b
ば

紙

、

開

以

目
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